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第４案（石室を取り出して解体修理）について 

 

１．概要 

 石室を現地から移動する方法。石室ごと壁画を取り出し、適切な施設におい

て保存処理・修理を施し、将来的には壁画の保存に最適な環境を確保した上で

現地に戻す方法である。石室の取り出し方法、壁画の保存処理・修理方法につ

いては今後、さらに詳細な検討が必要であるが、版築層を出来る限り保存しつ

つ、石室周辺の墳丘土を解体し、石室の取り出し、壁画の保存処理・修理を行

う。 

 

２．作業工程（案） 

① 工事等準備 

・ 工事用車両の通路となる仮設道路等を設置 

②  壁画養生・石材仮強化処置 

・ 作業用仮施設、作業道具置場等を設置 

・ 取り出し作業に耐え得るよう壁画の養生及び石材の仮強化 

③ 墳丘発掘（第一次） 

・ 墳丘上冷却管撤去 

・ 適宜、発掘調査・石材調査を実施 

・ 墳丘を発掘（第一次）  

・ 石室が大気中に露出するため、石室用の仮覆屋をつくり環境を管理  

④ 石室の取り出し、移動 

・ 壁画漆喰の剥落防止処置（資料４－３参照） 

・ 石材間にまたがる漆喰部分の取り外しと石材目地止めの除去 

・ 天井石の取り外し、移動 

・ 側壁の取り外し、移動 

・ 床石の取り外し、移動 

⑤ 壁画保存処理・修理 

・ 仮設修理施設の仕様の決定 

・ 仮設修理施設の設計及び建設 

・ 仮設修理施設で壁画の修理、石材の強化処置を実施 

⑥ 墳丘発掘（第二次）・既設機械室撤去 

・ 発掘調査 

・ 既設機械室を撤去 

⑦ 墳丘仮整備の手法の検討 

⑧ 石室を現地へ戻す手法の検討 

資料４－１
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３．問題点 

・ 一時的に、壁画・石室が原位置を離れる。 

・ 第３案②ほどではないが、墳丘を解体する必要がある。 

・ 石室取り出し時、輸送時の壁画への安全上のリスクはある。 

 

４．総合評価 

壁画の維持・保存管理に必要な環境制御及び劣化した壁画と凝灰岩の修理・

強化を最も確実に実現できる。 
清潔に保たれた修理施設で温湿度を制御することにより、カビの発生しにく

い環境を維持することができる。凝灰岩の強化も裏側にいたるまで実施できる。 
壁画の修理は、壁画面を上向きにすることにより、処置の選択肢が格段に広

がり、精密な作業が可能となる。さらに、将来の壁画の公開にも備えられる。 
なお、本案の実施にあたっては、作業上の詳細な工程の検討が必要となり、

さらには石室を現地に戻すための検討が必要となる。 
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             解体の手順 
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1.2 :解体実験用の実物大凝灰岩製模型、天井石、

壁石は 2石使用。 

3: 南より天井の第 2石目を治具を用いて移動 

4: あらかじめ製作しておいた受け台に設置 

5: 天井石を完全に梱包し、動かないようにする 

6: チェーンブロック 3 台を用いて天地をひっく

り返す。保管施設への移動はこの状態で実施 

7: 保管施設で開梱するが、下台はこの状態 

解体の手順 


